
森
田
た
ま
（
も
り
た
た
ま
）

小
説
家
、
随
筆
家
、
政
治
家
。
北
海
道

の
女
流
作
家
第
一
号
。
本
姓
村
岡
。
明

治
二
十
七
年
、
運
送
会
社
の
子
と
し
て

北
海
道
札
幌
市
に
生
ま
れ
る
。
大
正
二

年
、
森
田
草
平
（
夏
目
漱
石
の
門
下
生

の
一
人
）
に
入
門
。
昭
和
三
十
七
年
、

参
議
院
議
員
（
一
期
）
と
な
る
。

代
表
作
に
「
も
め
ん
随
筆
」
「
石
狩
少

女
」
な
ど
を
刊
行
。

料
理
旅
館

北
𠮷
前(

８/

26)

踊
り
踊
る
な
ら

し
な
よ
く
踊
れ

お
わ
ら
踊
り
の

オ
ワ
ラ

し
な
の
よ
さ

越
中
八
尾
お
わ
ら
歌
碑
《
い
に
し
え
の
文
化
人
と
の
交
流
》

森
田

た
ま

※

旧
『
日
進
楼
（
に
っ
し
ん
ろ
う
）
』

明
治
十
七
年
創
業
。
数
少
な
い
政
府
公
認
の
高
級
料
亭
と
し

て
、
「
鏡
遊
郭
」
と
呼
ば
れ
た
花
街
時
代
か
ら
唯
一
現
在
も

営
業
を
続
け
る
老
舗
割
烹
旅
館
。
多
く
の
文
人
に
愛
さ
れ
、

芸
事
の
学
び
の
場
、
商
談
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
。

杉
風
莊
前(

９/

26)

恋
の
礫
か
窓
打
つ
霰

開
け
り
ゃ
身
に
し
む

オ
ワ
ラ

夜
半
の
風

水
田

竹
圃

水
田
竹
圃
（
み
ず
た
ち
く
ほ
）

日
本
画
家
。
明
治
十
六
年
、
大
阪
府
大
阪
市
に
生
ま
れ
る
。

本
名
忠
治
。
別
号
に
満
碧
堂
、
積
翠
堂
、
水
竹
居
、
蟻
池

庵
な
ど
が
あ
る
。
南
画
や
漢
学
を
学
び
、
中
国
を
巡
遊
し
、

帰
国
後
に
名
声
を
高
め
た
。

代
表
作
に
「
「
普
陀
」
「
三
峡
」
「
秋
声
」
「
残
照
」

「
月
光
」
な
ど
。

※

旧
『
杉
下
楼
（
す
ぎ
し
た
ろ
う
）
』

明
治
十
八
年
、
東
町
で
始
め
た
隆
雪
亭
と
い
う
料
亭
が
、
明
治
四

十
年
頃
に
鏡
遊
郭
（
後
述
参
照
）
に
移
り
「
杉
下
楼
」
と
改
名
。

名
前
の
由
来
は
、
当
時
、
家
の
傍
ら
に
大
き
な
杉
の
木
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
。
鏡
遊
郭
を
代
表
す
る
お
店
の
一
つ
だ
っ
た
。

※

人
物
の
説
明
は
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
や
唄
本
よ
り
抜
粋



な
の
は
な
農
協
前(

10/

26)
お
た
や
地
蔵
さ
ん

こ
の
坂
下
は

今
宵
な
つ
か
し

オ
ワ
ラ

月
あ
か
り

野
口

雨
情

料理旅館北𠮷前 杉風莊前

なのはな農協前

小杉放菴作
『八尾四季』碑



【
補
足
】
鏡
遊
郭
と
お
わ
ら
の
発
展

（
一
社
）
富
山
県
民
謡
越
中
八
尾
お
わ
ら
保
存
会

資
料
編
纂
部
資
料
よ
り

八
尾
町
に
あ
る
鏡
町
は
、
か
つ
て
花
街
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
鏡
遊
廓
と
な
る
鏡
町
新
建
地
区
は
、
明
治

三
十
三
年
の
制
度
発
足
に
伴
い
交
付
さ
れ
た
「
貸
座
敷
の
免
許
地
区
域
の
指
定
」
に
よ
り
遊
廓
免
許
地

と
し
て
の
指
定
を
受
け
て
い
る
。
昭
和
初
期
の
鏡
町
繫
盛
図
で
は
、
芸
娼
妓
と
お
客
の
遊
興
場
所
と
さ

れ
る
規
模
の
大
き
い
料
理
屋
や
小
料
理
屋
が
軒
を
連
ね
、
一
大
花
街
と
な
っ
た
。

八
尾
に
鏡
町
遊
廓
の
制
度
と
姿
が
続
い
て
い
た
幾
年
の
間
に
、

八
尾
の
人
間
社
会
、
男
女
の
人
生
観
に

幾
千
億
の
恋
情
と
な
ま
め
か
し
さ
の
色
模
様
を
描
き
込
め
ら
れ
た

こ
と
だ
ろ
う
。

明
治
生
ま
れ
の
八
尾
町
民
の
者
ど
も
に
と
っ
て
は
断
ち
切
れ
な
い

余
情
と
な
っ
て
い
る
。

言
わ
ば
、
永
遠
に
籠
め
続
け
ら
れ
て
行
く
八
尾
の
余
韻
と
い
う
も

の
で
あ
ろ
う
か
。

鏡
遊
郭
は
、
吉
原
の
よ

う
に
障
壁
や
掘
で
囲
ん

だ
、
い
わ
ゆ
る
廓
く
る

わ
構
造
の
遊
廓
と
は
異

な
り
、
出
入
り
の
ル
ー

ル
は
あ
っ
た
が
物
理
的

な
境
界
が
な
く
、
ど
こ

か
ら
で
も
出
入
り
は
で

き
た
。
お
た
や
階
段
の

上
に
は
遊
廓
の
入
り
口

を
示
す
門
柱
が
立
っ
て

い
た
が
、
あ
く
ま
で
約

束
と
し
て
の
入
口
で
あ

り
シ
ン
ボ
ル
的
な
も
の

だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
鏡
遊
郭
は
、
お
わ

ら
の
歴
史
を
作
り
上
げ

た
文
化
人
や
芸
術
家
た

ち
の
文
化
的
サ
ロ
ン
に

な
っ
て
い
た
。

全
盛
期
で
あ
る
昭
和
初
期
の
鏡
遊
廓
の
様
子
や
町
民
と
の
関
わ
り
と
そ
の
文
化

に
つ
い
て
、
当
時
の
随
想
が
残
さ
れ
て
お
り
、
随
想
の
最
後
は
こ
う
締
め
く
く

ら
れ
て
い
る
。

こ
の
時
、
長
谷
川
剣
星
二
十
三
歳
、
林
秋
路
二
十
六
歳
、
小
谷
契
月
二
十
七
歳
。

▲昭和初期の鏡町繁盛図より

一般社団法人
富山県民謡越中八尾おわら保存会
「おわらと鏡遊郭」は
左のQRコードから

http://www.owarahozonkai.jp/data_cate.html?cate_id=15


